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問 1（1000字以内）Ｂ：格差社会 

 仮に現在の日本で格差社会がそれほど深刻ではないとしても、老齢加算金の廃止や若年

層を中心としたワーキングプア、サービス残業などの問題を解決しない限り、近い将来格

差社会となるのは避けられない事実である。資料 7 は「格差感社会」を主張しているが、
資料 9 にあるように、貧困が「本人にとって許容しえない状況」のものであれば、それは
「格差感社会だから」といって見逃すことは許されない。また、資料 8 にあるように、高
齢者の貧困ばかりでなく若年層の貧困も深刻である。かつての年功序列・終身雇用制がバ

ブル崩壊後衰退してしまったために、安定した収入を得るｊことができずにワーキングプ

アとなった若者も多い。そうした若者は経済力の無さから家庭を持てずにいるため、少子

化の原因の一因をも担っている。貧困は社会不安を生み出すものであり、悪質な犯罪の増

加を促すものであるため、早急な対策が必要である。以上から資料 7,8 は現状を軽視した
ものと言わざるを得ない。  
 私は、「議論の本位」を「どのようにして格差社会を是正するか」とする。格差社会の拡

大が叫ばれているなかで、日本では効果的な措置が何らとられていない。それどころか小

泉首相の発言にみられるように、政府が格差是正の措置を重要視していない側面も見られ

る。そこで「議論の本位」を達するための「議論の箇条」を「新たなセーフティネットの

構築」とする。セーフティネットとは資料 9 にあるように、貧困から立ち直れる仕組みや
社会的弱者を保護する仕組みを指す。  
 セーフティネットを構築する上で重視されるべきものに、ボランティア団体やＮＰＯ法

人などがある。これらは市民の生活に密着した活動を行えるため、必要なサービスを必要

な人のもとに届けることができる。しかし、残念ながらこれらの団体の活動は、日本では

まだ浸透しきっていない。そこで、ボランティア団体の活動が活発なアメリカの例を上げ

ようと思う。アメリカにはホームレスのための無料宿泊施設があり、宿泊中は食事も無料

でとることができる。施設はボランティアによって運営されている。一度に一泊しかでき

ないが、このような施設があるのとないのとでは、貧困者に対する社会の姿勢にも大きな

温度差が感じられる。「弱者切り捨て」が横行している日本だが、セーフティネットが構築

されれば、より豊かな社会を築くことができると私は考える。  
  
問 2（500字以内） 

 私は資料 9 に賛成したい。なぜならこの筆者の指摘するように、正規雇用者で経済的に
恵まれている人と非正規雇用者で貧困に直面している人差が、「能力不足」や「努力不足」

だけで片付けられるとは思えないし、「本人にとって許容しえない貧困」に対して社会がも

っと向き合う必要性も感じるからだ。前者で言えば、新しい勤め先が突然倒産してしまっ

たりすることは何も珍しいことではないし、新たに就職する時も運が先行することもある

だろう。  
 私が特に重視したいのは、「本人にとって許容しえない貧困」である。なかでも注目した

いのは、障害者や高齢者の貧困である。月十万円以下で暮らしている高齢者はどれだけい

るだろう。その一方で、五万円以下ならば領収書もいらないという政務調査費が議員が遊

ぶために使われている。障害者自立支援法によって、逆に生計を立てることが困難になり、

自立できない人々がいる。政治は本来社会的な弱者を守るためにあるもののはずである。

そのような人たちの「声」なしには政治は成り立たない。当事者たちももっと「声」をあ

げる必要があるし、そのような「声」が生かされる社会を構築することは国民一人一人の

義務でもあると私は考える。  


